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り線上での最大主た力方向の変化にともなうヴの変イヒが考慮されている。θとφ
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のようである。1)円強すベリ線NB上の最大主おヵ方向t来た可ろ.2)最

大主ヽ 力方向と壇織面の闊懸から□-2と用いてNB上各点、のφの値と来

たする。3)NB閣のグの値より00 ウ`降ふσな勧 径と持つ点、の軌跡とし

て曲線4b■描く。040HI‐ 90°となろ点、Ht山緯nb上に未定しHI

方向2並供的に反力Rの作用方向とする。9Q′EしLRの つり合ぃから

上圧Qt算 定する。のN2AL上 でたたてQの最ll、種として脅働ェ圧Qp

t来定する。なお′PPはQPの米平方向成今ヒして算定してぃる。

X上のカムによる解新値左図―ろに示してぃろが(OfF)′解析値は実

澤饉槌 向とほぼ表現しており′特に上述のス=`0°と120°|ミおけら上

風の色t説明できるのは桑味采ぃ。また′同国には比較のため|ミうンキン

臼臼土こによち計算値も合せて示していろが(△′「)′∝=90°t軸乙じ

たた右封作な形となっている。人上より′輸 法は血似的な解去りまあ

ろが′円弧すべり線とその上でのφの植の変/Lt死慮すらことにより′蓼

素試験によって得られら強茂特性だけから′F4なの配向と持つ異力柱史魅
の上圧elL■比較的妥当に説明するものと考んられら.
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図-7 主 圧解着老


